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退職者（８月３１日付け） 昇任者（９月１日付け[ ]内は旧任） 

 

・中之島方面隊長   室橋 宏治 

 

・中之島方面隊   韮澤 雄児  [中之島方面副隊長] 
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学生消防隊発足！ ～若さをチカラに～ 

大災害時に避難所の設営・運営補助を行うことを目的に、 
大学生、専門学校生が消防団員とし組織する「学生消防隊※」 

を６月１日に立ち上げ、６月３日に入団式を開催しました。 
入団式では五井団長が、学生代表に辞令書を交付し、学生 

消防隊としての一歩を踏み出しました。 

 今後は長岡市総合防災訓練などに参加し、学生同士のチー 
ムワークと若い力を生かして消防団活動を実施していきます。 
  
 ※学生消防隊の活動内容 

・大規模災害時：避難所の設営・運営補助など 

 ・平常時：火災予防の広報活動、防災訓練への参加など 

 

 
 Ｐ１   学生消防隊発足、長岡市消防団人事異動 

Ｐ２～５ 特集 第６８回新潟県消防大会 
               Ｐ６   秋の火災予防運動、 
                    消防団協力事業所について 
               Ｐ７、８ フェニックスだより 

今回の消防団ながおかは・・・ 

消防団長 副団長 １５方面隊

消防団本部 

学生消防隊 

広報指導分団

ラッパ隊 

長岡市消防団人事異動 

<組織図> 
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順 位 出 場 隊 名  

１位 上越市消防団 上越方面隊第３分団

２位 長岡市消防団 長岡川西方面隊第１６分団

３位 聖籠町消防団 第４分団 

４位 村上市消防団 山北方面隊第３分団

５位 新潟市消防団 北方面隊松浜分団

 

順 位 出 場 隊 名  

１位 阿賀町消防団 上川方面隊 

２位 三条市消防団 下田方面隊第２分団

３位 胎内市消防団 第１８分団 

４位 長岡市消防団 長岡川西方面隊第１８分団

５位 新潟市消防団 西方面隊赤塚分団

    

９位 長岡市消防団 長岡西部方面隊第２０分団

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 消防大会結果  

〈 小型ポンプ操法の部 〉出場 １８チーム

〈 ポンプ車操法の部 〉出場 ９チーム
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潟
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選
手
を
始
め
、
選
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て
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だ
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た
。

 
 

三
条
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

長岡西部方面隊 第２０分団 

長岡川西方面隊 第１６分団 

長岡川西方面隊 第１８分団 
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長岡川西方面隊 第１６分団 選手紹介

指 揮 者 霜 田 英 樹 

１ 番 員 大 川   淳 

２ 番 員 笠 原 誉 規 

３ 番 員 米 山 享 佑 

４ 番 員 長 部 亥 史 

補 助 員 中 山 清 隆 

消
防
大
会
を
終
え
て 

私
た
ち
の
想
い 

消
防
大
会
に
出
場
し
た
各
分
団
長
と
指
揮

者
か
ら
、
ポ
ン
プ
操
法
に
か
け
た
熱
い
想
い
を

投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

長岡川西方面隊 
 第１６分団 分団長 佐藤 文明 
 
   いつものことではありますが、今年も選手の選考に頭を悩まされました。 

様々な思いがある中、決まった選手達は「やるからにはやろう」と一致団結し、見事準優勝の成績を収

めることができました。 
選手達は昨年同様、暑さと出場順位９チーム中９番目というモチベーションを保つことが難しい中、集

中力を切らさずよく頑張ってくれました。見事な一本でした。 
   これもひとえに周りの方のサポートのおかげだと痛感しております。 
   地域の方々、方面隊の方々、各分団の方々、１６分団員、指導員、職員の方々、家族の方々、本当に多

くの方々から多大なるご支援、ご協力、ご尽力をいただき誠にありがとうございました。 
   これからも１６分団の旅はまだまだ続きます。 
   本当にありがとうございました。 

長岡川西方面隊 
 第１６分団 指揮者 霜田 英樹 
 
  今年は選手の育成に重点を置き、未経験者３名とともに２

月から練習を実施してきました。 
昨年の選手から指導員となっていただき、基礎練習から一

連操作まで献身的なサポートをしていただきました。 
長岡市の代表となってからは本田方面隊長以下長岡川西方

面隊・消防団本部・地域住民の方々から強力な支援の下、長

岡消防署の指導員と１６分団の団員が一丸となり１か月半の

練習に励みました。 
結果は昨年と同じ準優勝となりましたが、今年は選手の成

長する姿が目に見えて実感することができました。来年につ

ながる１年になったと思います。 
  長い間多くの方のご協力をいただき、本当にありがとうご

ざいました。 
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長岡川西方面隊 第１８分団 選手紹介 

指 揮 者  金 山 健太郎 

１ 番 員  高 野 康 弘 

２ 番 員  渡 辺 光 貴 

３ 番 員  柳 橋 克 哉 

補 助 員  石 橋 陽 平 

長岡川西方面隊 
 第１８分団 分団長 武石 政憲 
 

１８分団として、１０年ぶりに県大会の舞台を 
経験しました。長岡川西方面隊としても小型ポン 
プとポンプ車で同時出場することとなり、県大会 
に向けて長岡川西方面隊の熱が強く感じられまし 
た。 
 県大会に向けた訓練を通じて、チームの環境づ 
くりの大切さを学ぶことができました。指導員と 
選手の信頼関係。それをサポートする仲間同士の 
思い、そして１６分団との合同訓練が実現し、高 
い意識を持って取り組める環境を得られました。 
県大会４位という結果とともに次につながる環境 
づくりは、さらに大きな成果となりました。 
 地元連合町内会をはじめ、消防団本部、方面隊等よりご支援いただき、前回出場の一歩先へ進むことが 
できました。この成果にとどまることなく、自信を持って次の一歩を踏み出したいと思います。 
 最後にこれまで訓練をサポートしていただいた多くの方々と、訓練に真剣に取り組んでくれた選手、そ 
れを支えていただいたご家族にお礼申し上げます。 
 
  

   

長岡川西方面隊 
               第１８分団 指揮者 金山 健太郎 
 

私達１８分団は、１０年ぶりに県大会出場し、初めての水出し操

法を経験しました。 
長岡消防署の指導員の方々、長岡川西方面隊の方々による指導の

おかげで、選手、それ以外の団員とともに皆が県大会に向け団結す

ることができました。その結果４位という成績を残すことができた

ことは本当に嬉しかったです。 
                   最後に、今まで指導サポートしていただいた消防署の方々、長岡

川西方面隊の方々、支えてくれた地域・家族の方々、そして裏方に

徹してくれた１８分団の最高な仲間に心よりお礼申し上げます。 
                                      本当にありがとうございました。 
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長岡西部方面隊 第２０分団 選手紹介

指 揮 者  小田原 正樹 

１ 番 員  小野塚 大輔 

２ 番 員  吉 田 健 思 

３ 番 員  遠 藤 雄一郎 

補 助 員  渡 辺 慎 也 

長岡西部方面隊 
 第２０分団 指揮者 小田原 正樹 
 
  ５年前の県大会で果たせなかった優勝を今年こそはと思い 
 選手を引っ張ってきましたが、力及ばず大敗し課題が残りま 
 した。しかし、大会を通して地域住民の方々から心に染みる 
 温かいお言葉を頂戴しました。 

「若い人達が地域の枠を越えて集まり、頑張っている姿と 
 素晴らしい操法を見せてもらった。この深才地域を安心して 
 消防団に任せられる。本当に感動した、ありがとう。」 

 一人の町内会長よりいただいたお言葉です。この言葉こそ 
が私達の原動力であり、探し求めていた操法の意味なんだと 
確信しました。何度も選手を経験しましたが、冷やかな言葉 
を浴びたこともありました。家族に迷惑をかけたこともあり 
ました。選手だけでなく操法に関わる全ての団員が同じだけ 
苦労してきたと思います。ですが、私達が頑張っている姿は 
必ず地域貢献につながっているはずです。地域の皆さまのご 
理解ご協力に感謝し、共に安心安全な地域づくりに向け消防 
団活動を頑張っていく思いです。 

  今大会の訓練を通し２０分団だけでなく本部員の皆さま、 
長岡西部方面隊の皆さま、地域の垣根を越え多大なる尽力を 
いただいたこと、そして関原出張所の皆さまから熱い指導で 
教わったこと、全て２０分団の宝となりました。心からお礼 
申し上げます。 
 

長岡西部方面隊 
 第２０分団 分団長 庭山 崇 
 

今年度、私が分団長に就任し『勝ちにいく操法』で県

大会優勝を目標に、２月の雪がちらつく頃から厳しい練

習を重ねてきました。 
  成績は皆が望んできたものではありませんでしたが、

２０分団が更なる高みを目指せる、そういう操法をして

くれた選手を誇りに思います。 
  また、訓練を通して２０分団と長岡西部方面隊の結束

力を強く感じることができました。分団に関係なく全員

で選手のサポートに回り、ホース巻きから撤収、機材撤

収等をしていただき、ここでも和の大切さを認識しまし

た。 
  県大会出場ということで、大変なこともたくさんあり

ましたが、最高の選手と２０分団、最強の西部サポート

陣・本部員の皆さま、そして関原出張所指導員の方々と

取り組んだ時間は、私にとって貴重な経験となりまし

た。この経験を今後の地域防災に生きかしたいと思いま

す。 
  最後に、今まで訓練にご協力、ご尽力いただいた皆さ

まと深才地区連合町内会の皆さま、各分団員のご家族の

皆さまに心より感謝申し上げます。 
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○実施期間 １１月９日（木）～１１月１５日（水） 

○実施方法 

    実施日及び巡回場所等は各分団の実情にあわせて計画し、配置されている消防団車両で 
実施してください。 

   なお、実施にあたっては、一時停止するなどして、広報要旨が十分届くよう配慮してく 
  ださい。 

○その他 
ポスター及び防火垂れ幕を消防団機械器具置場や地区公民館などに掲示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡市消防団協力事業所について 

消防団活動や消防団員の確保などに貢献している事業所として、新たに５事業所を長岡市消防団協力 
事業所に認定し、協力事業所の総数は８６事業所となりました。 

新たに認定された事業所は以下のとおりです。  

 

・有限会社 ナガミ工業    （小国町横沢） 
 
・株式会社 三泰建設     （蓮潟３） 
 
・株式会社 三友電工舎    （来迎寺） 
 
・株式会社 大原鉄工所    （城岡２） 
 
・株式会社 稲建土木興業   （鳥越） 
 
※表記は申請順となっています。 
 詳細は長岡市のホームページをご覧ください。 

秋の火災予防運動期間の防火広報について 

長岡市消防団協力事業所一覧 検 索 
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